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②見通し:画用紙の枚数がわからないと求められない。


→画用紙の枚数を決めて，マグネットの数を工夫して求めよう。
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④共同追究前半（解法の比較検討）


「それぞれの求め方で共通していることは何だろう？」


→「枚数が変わっても同じ数になるまとまりや変わらないまとまりを見つけている。」





④共同追究後半（思考を深める）


「画用紙の枚数が何枚でもマグネットの数を表す式はできないかな？」


→「小学校で，言葉の式を勉強した。」（言葉の式の言葉の部分を文字に置きかえた式を「文字の式」ということを紹介する。）「言葉を文字にかえると式が簡単だ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・文字を使うと，いろいろな数量を式で表すことができる。


・言葉の式で，数が変化するものを文字にすると求める数量を表すことができる。





③個人追究:図と式，表と式とをつなげ，求め方を考える。





学習課題:画用紙を適当な数にして，図をかいたり表にしたりして，マグネットの数の求め方を説明しよう。

















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・表にして，数量関係をつかんだり，言葉の式で数量関係を表したりすることができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・具体的な数により帰納的に考え，文字で置くことができる。


○共同追究でのゆさぶり


・数量を文字の式を使って表すことは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・小学校で，具体的な場面で計算の仕方を工夫したり，数値を代入して計算したりする経験をしている。





≪学習問題≫


画用紙を重ねて貼っていったとき，


マグネットは何個必要だろうか。





⑥定着･活用問題


縦ａ㎝，横ｂ㎝　の長方形があります。


    b　　　　　(1) 面積を，文字を使った式で表そう。


　　　b　　　 　(2) (a＋ｂ)×2　は何を表しているか，説明


　　　　　　　しよう。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・イメージが持てるように画用紙とマグネットを提示すると共に，具体的な枚数を決めて特別な場合できまりを考えてから一般化する数学の手法を学ばせたい。


・図，表を対応させて追究させることにより，枚数が増えたときに変わる量，変わらない量に着目させて，文字の導入を図りたい。
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